
資料費確保を目標に掲げた
クラウドファンディングプロジェクト

への取り組み
筑波大学附属図書館

クラウドファンディングプロジェクトチーム
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本日のねらい

所属機関でクラウドファンディングの実施の是非を
検討する際に参考となる情報を提供すること

実際にクラウドファンディングに取り組んで得られ
た気づき・成果を共有すること
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本日お話しする内容
クラウドファンディングとは何か

プロジェクトの全体像

取り組んでみて分かったこと

取り組みを通して得られたもの
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クラウドファンディングとは何か
①定義
クラウド‐ファンディング【crowd funding】
《crowdは、大衆の意》プロジェクトのための資金を調達で
きない個人・団体が、ソーシャルメディアをはじめインター
ネット上で企画内容と必要な金額を提示し、広く支援を呼び
かける手法。少額の資金提供者を多く集めることによって、
目標額の達成をねらうもの。マイクロファンディング。マイ
クロパトロン。ソーシャルファンディング。CF。

デジタル大辞泉, JapanKnowledge, 
https://japanknowledge.com , (参照 2018‐06‐18)
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クラウドファンディングとは何か
②特徴

支援者の
特徴

インターネット、SNSとの親和性が高い

大学のOB、関係者に限らない

少額の寄附に対するハードルが低い

寄附金の
使い道

自分たちの裁量で決められる

テーマは支援者に響く内容で設定する

宣言通りに使われたことの報告が必要
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クラウドファンディングとは何か
③３つの基本型

金融型（投資型） 購入型 寄附型
クラウドファンディング
市場の大半を占める。

オリジナルグッズやプロ
ジェクトの成果物、地域
の特産品などが返礼品と
して提供される。

返礼品の提供を必要とし
ない。
芳名掲示やツアーへの招
待などがリターンとして
提供される。
支援者には税額控除のメ
リットも。

資産運用などが目的。 プロジェクトの内容だけ
でなく、返礼品に魅力を
感じられるかどうかも支
援の決め手。

プロジェクトの内容や実
行者の熱意に共感できる
かどうかが支援の決め手。

大学図書館での実践例は
ない。

専門図書館やNPO法人に
よる民営の図書館に多い。

大学図書館に多い。
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クラウドファンディングとは何か
④図書館での事例
購入型で実施
◦ 松竹大谷図書館（公益財団法人）
◦ 東京藝術大學附属図書館

寄附型で実施
◦ 名古屋大学附属図書館
◦ 身延山大学図書館
◦ 筑波大学附属図書館
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※本発表中の画像はREADYFOR(株)の
許諾を得て使用しています



筑波大学－国立大学では初！
READYFOR(株)と業務提携
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2017年1月26日



業務提携後も多数のプロジェクトを展開
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業者から受け
られるバック
アップ

他のプロジェクトを支援してきた7万人にリーチ

従来とは異なる支援者層に訴えかけるノウハウ

経験則に基づく的確かつスピード感のあるアドバイス

業務提携によ
るメリット

手数料が割安に（支援金額の17%→15%）

複雑な会計処理を大学財務部に一任できる
（部署間の情報共有は必須）
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クラウドファンディングとは何か
⑤ CF業者とのかかわり



本日お話しする内容
クラウドファンディングとは何か

プロジェクトの全体像

取り組んでみて分かったこと

取り組みを通して得られたもの
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プロジェクトの全体像
①プロジェクトのトップページ
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12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月
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財務部より打診あり
チームを結成して検
討を開始

2017年1月26日
報道発表に合わせて
プロジェクト開始

2017年1月30日
開始から5日で当初
の目標金額300万
円に到達
NEXT GOAL を設定
して2月3日に公開

プロジェクト開始に向
けて準備
・目標金額、テーマ、
リターンの設定

・公開用ページの作成

ラスト1週間は最後の
追い込みのため、新
着情報を毎日更新

2017年3月30日
NEXT GOAL 500万円
に到達
翌 3月 31日にプロ
ジェクト終了
5,124,000円／307名

2017年7月31日
Readyforサイト上でプロ
ジェクトの終了を報告

プロジェクト終了後の後処理
・リターンの提供
・館内ツアーの実施
・活動報告書の作成
・事例報告執筆、講演

2～3回／月の
ペースで新着
情報を更新

プロジェクトの全体像
②ロードマップ（検討開始～終了報告）

支援の締め切りが年度替りと重なった
（プロジェクトメンバーに異動はなし、課長→部長に）

資料の購入、リターンの提供が
年度初めの繁忙期と重なった
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プロジェクトの全体像
③支援金額の推移



配分額

◦寄附 5,124,000円
◦手数料 830,088円

(16.2%をREADYFOR株式会社へ)

◦共通経費 512,400円
(10%を全学共通経費へ)

◦差引後 3,781,512円

購入資料

◦図書 428冊
◦雑誌 66タイトル
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購入資料に貼り
付けたシール

プロジェクトの全体像
④最終的な成果



ご寄附により購入した資料

購入した資料の館内展示

芳名掲示（中央図書館）

館内ツアー・貴重書内覧会

2018.8.9 61第 回北海道地区大学図書館職員研究集会 16

プロジェクトの全体像
⑤達成後の諸々（資料購入、リターン）



本日お話しする内容
クラウドファンディングとは何か

プロジェクトの全体像

取り組んでみて分かったこと

取り組みを通して得られたもの
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本日お話しする内容

• 実施体制

• テーマの設定

• 目標金額の設定

• 広報の展開

• リターンの設定と提供

• 支援者への配慮

取り組んでみて分かったこと
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半数以上が入職5年目
以内の若手

モチベーションの共有
SNS等での情報発信

資料受入業務の経験者
が不在

プロジェクト実行時の
資料購入の連絡

会議報告や決裁の手続
きに不慣れ

リターン提供時の関係
係・部署との調整

課長が途中で部長に
→ 超多忙に

意思決定者の不在
→ 作業・対応の遅れ
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GOOD

BAD

BAD

BAD

実施体制
①メンバー構成



• 定期的にまとまった量の文章を書ける

• 支援者からのコメントに迅速に返信できる

MUST

• 全体の進捗を把握している人がいる

• 会議等での報告や起案ができる立場の人がいる

BETTER

• 必要に応じて担当の係・部署を巻き込める

• Twitter, Facebookなどを素早く更新できる

OTHERS
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実施体制
②まとめ



テーマの設定
①プロジェクトのトップページ
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お金が必要な課題は他にも
たくさんある

CFは支援者と一緒に実現す
るもの

多くの人が必要性に共感し
てくれるテーマ設定を

書架の狭隘化

雑誌・新聞の購入中止

電子ジャーナルの整備

ラーニング・コモンズの
整備・拡張

1964東京オリンピック関係資料の整備

狩野探幽・尚信屏風絵等
貴重資料の修復
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けれど

だから

テーマの設定
②可能性の洗い出し
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私が若い頃は、学生は
たくさん本を読んでいた

多くの人が身近に感じてくれて、共感できるテーマは何だろう？

今はお金もなくて新しい本を
買ってあげられない

現状をストレートに伝えてみ
ては？

義憤を感じて、支援しようと
思ってもらえるかも

“自分がなんとかしなくては！” と共感してもらうことが大事

テーマの設定
③実行するテーマの絞り込み



2018.8.9 61第 回北海道地区大学図書館職員研究集会 24

支援者の中には前身校の関係者
も、筑波大学のことを全く知ら
ない人もいるはず

過去と現在を説明できるように
資料とデータをしっかり集める

テーマの設定
④背景資料・データの収集



• 支援者に必要性が伝わり、“自分がなんとかしなく
ては！” と共感してもらえる魅力的なテーマを

MUST

• 資料やデータをしっかり集めて、興味を持ってく
れた人に必要性がストレートに伝わるように

BETTER

• チャンスが来たときのためにアイデアは常にス
トックしておく

OTHERS
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テーマの設定
⑤まとめ



目標金額の設定
①図書館資料費の推移
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最盛期には6億円あった
紙資料費が4分の1以下に

（百万円）



現状を知ってもらう
契機にはなるはず

テーマに沿って
購入対象を絞り込む

クラウドファンディング
だけではとても足りない

目標金額の設定
②チーム内での検討
直近６年間の紙資料費 年平均で約1,900万円の減額
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いくらなら成功する？
先行事例を見てみよう

プロジェクトチーム

（百万円）



大学でのプロジェクトは
高額でも賛同してくれる

大学図書館にはもっと
ポテンシャルがあるはず

目標金額の設定
③ READYFORからのアドバイス
前例プロジェクトでの目標金額 READYFORからのアドバイス
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800万円
図書館ではなく
研究費

500万円
大学図書館
（ほぼ同時に開始）

280万円
それまでの図書館での最高額

図書館でのプロジェクトは
成功率が高い

提案は500万円
READYFOR担当者
（キュレーター）



目標金額の設定
④実施前の最終調整
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プロジェクトチーム READYFOR担当者
（キュレーター）

でも、業務提携後初の事例
絶対成功させないと

安全策をとって
もう少し低い目標に

500万円でも十分
成立するはず

300万円で
プロジェクト開始



目標金額の設定
⑤支援金額の推移
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支援金額の伸びが一度落ち着いてしまった
原因：当初目標到達による達成感

NEXT GOALへの移行のタイムラグ

最後の追い込みでようやく
NEXT GOALに届いた

支援金額の伸びが落ち着いた頃に、
業者メルマガによる再加熱

開始5日間で目標
金額の20%に到達
したプロジェクト
は成立率90%以上

実際には24時間以内に到達

当初目標に到達し
ないと1円も入らな
いので、現実的に
達成できる金額を

目標に到達すると
一度勢いが止まる
ので、あまりに低
すぎない金額を

NEXT GOALへの移行にもたつかないように、
あらかじめ金額と使い道を決めておく

NEXT GOALは達成
しなくてもそれまで
支援された分は入金
されるので、もっと
夢のある金額を

ALL OR NOTHING



• 目標に到達すると一度勢いが止まる

• 現実的に達成でき、低すぎない金額を

FIRST GOAL

• すぐに移行できるように金額と使い道を決めておく

• 達成可能でなくても、夢のある金額を

NEXT GOAL

• 開始5日間で目標金額の20%に到達した
プロジェクトは成立率90%以上

OTHERS
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目標金額の設定
⑥まとめ

ALL OR NOTHING

達成しなくても入金
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最初に取りかかるのは
プロジェクトページの作成

材料となる文章や写真を
Readyforの担当者に提出

効果的な文章やキャッチコ
ピー、興味を引く写真をア
ドバイスしてくれる

レイアウトを組んで、
案を作成してくれる

広報の展開
①プロジェクトページの作成



2018.8.9 61第 回北海道地区大学図書館職員研究集会 33

ブログ形式の
新着情報

プロジェクト実行
中は1週間に1回、
終了直前の1週間は
毎日、
終了後も7月のプロ
ジェクト終了報告
までは、月に2回の
ペースで更新

広報の展開
②新着情報の更新
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インターネット上で寄附
を募るサービスなので、
クラウドファンディング
はSNSとの親和性が高い

開始翌日にはどこかの
誰かによって、Twitter
のつぶやきをまとめた
サイトが立ち上げられ
ていた

SNS上の反響には賛否両方あり

今回のプロジェクトで大学図書館
の現状を初めて知ったという声も

広報の展開
③ SNSでの拡散
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広報関係部署と協力して積極的にプレスリリースを
クラウドファンディングに馴染みがない層にもアピールできる

広報の展開
④新聞等への掲載（学内連携）

学内外のメディアに掲載されたクラウドファンディングプロジェクトに関する記事

日付 掲載元 メディア 掲載内容

2017.1.29 毎日新聞 新聞 筑波大がクラウドファンディング会社と提携 第1弾 図書館資料
購入費 朝刊28面（茨城）

2017.1.30 日経産業新聞 新聞 筑波大、ネット資金調達 図書館資料費 運営企業と提携 朝刊27面（その他）

2017.2.1 朝日新聞 新聞 筑波大、クラウドファンディング活用 第一弾は図書館の資料購
入 朝刊24面（茨城）

2017.2.4 東京新聞 新聞 筑波大 ネットで寄付集め 国立大初 クラウドファンディング
会社と提携 第1弾は図書など購入 朝刊18面（茨城）

2017.2.4 茨城新聞 新聞 図書購入費ネットで募る 価格高騰、予算圧迫 筑波大、6日間で
目標達成 朝刊21面（社会）

2017.2.4 産経新聞 新聞 クラウドファンディング会社と業務提携 筑波大、国立大で初 朝刊23面（茨城）

2017.4.7 筑波大学新聞 新聞 図書館でクラウドファンディング
館内資料の購入資金 集める 2面（学内総合）

2017.8.4 朝日新聞 新聞 資金難の国立大学 CF頼み 朝刊34面（教育）

2017.10.2 筑波大学新聞 新聞 図書館の苦悩 電子ジャーナルの価格高騰 6,7面（特集）
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支援金額の伸びが落ち着いた頃に、
業者メルマガによる再加熱

ラスト1週間は最後の追い込み
のため、新着情報を毎日更新

支援者の熱が冷めないように新着情報、メールマガジンを活用
業者の協力で、他のプロジェクトを支援している支援者にもリーチできる

広報の展開
⑤広報のタイミング



• 支援者の熱が冷めないように、新着情報、SNSは当番
を決めて頻繁に更新する。炎上にも要注意！

MUST

• 支援者が最初に見るプロジェクトページで熱意が伝わ
るように、業者のノウハウをフル活用

BETTER

• 業者の協力で、他のプロジェクトの支援者にもリーチ

• 広報関係部署と協力して積極的にプレスリリースを

OTHERS
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広報の展開
⑥まとめ
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新聞・雑誌コーナーに芳名掲示
附属図書館の利用証（5年間有効）を発行

図書館見学ツアー＆貴重書内覧会に招待

新着図書コーナーに芳名掲示

活動報告書を電子メールで送付

領収書、サンクスメール
Webページに芳名掲載

支援したことが
形に残るもの

普段見られない
場所のツアー

なるべく労力と経費
がかからないもの

人気

50,000円×11人

100,000円×22人

30,000円×20人

10,000円×113人

3,000円×141人

リターンの設定と提供
①筑波大学の事例



• 関係者にはいつまでに何が必要か具体的に伝えておく

• 支援金額が確定してからリターンの準備をしても遅い

MUST

• 案内は曖昧にせず、細かい部分まで明示する

• 問い合わせには、こめられた期待に一層の心配りを

BETTER

• リターンにはなるべく労力と経費がかからないように

• 形に残ったり裏側を見られるリターンは人気が高い

OTHERS

2018.8.9 61第 回北海道地区大学図書館職員研究集会 39

リターンの設定と提供
②まとめ
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支援と同時に支援者から応援コメントが届く
応援コメントには個別に返信が可能

支援者への配慮
①応援コメント
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○○様
この度は、筑波大学附属図書館をご支援いただきありがとうございま
す。
附属図書館でアルバイトもされていたとのこと、温かい応援のお言葉
にも重ねて感謝申し上げます。・・・

筑波大学付属図書館の皆さま

早々にメッセージをくださり、ありがとうございます。
同窓生、サークルの仲間たちも本プロジェクトに参加しつつあり、彼
らの友人たちにも広まっていると聞いています。支援も順調に進んで
いるようで、ほっとしています。・・・応援コメントにはすぐに返信。さっそく支援者からメッセージが

支援者への配慮
①応援コメント



今年だけでなく、来年以降も必要になるようでしたら、ぜひ参加させ
ていただきたいと思います。
皆さまの取り組みに感謝しつつ。

○○

○○様
お返事いただき、ありがとうございます。○○様をはじめ、皆様の温
かいご支援のおかげで本日プロジェクトが成立いたしました。
応援のコメントからわかる範囲だけでも、非常に多くの卒業生の方に
ご支援をいただいており、本当に有難く感じております。
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応援コメントにはすぐに返信。さっそく支援者からメッセージが
いただいたメッセージの内容に合わせて、ひとつひとつ返信

支援者への配慮
①応援コメント
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他の支援者にも共有してほしい情報は新着情報に掲載

支援者への配慮
②新着情報への掲載



松竹大谷図書館
（過去に６回のプロジェクトが成立） 支援者の50～60%がリピーター

支援された時、達成した時、リターンの時、
最低でも3回はお礼のやり取り

画一的なメッセージではなく、○○さんと
呼びかけたり、一言アレンジを加えている

プロジェクトの進捗を頻繁に報告している
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支援者への配慮
③支援者との関係の構築（先行事例より）



• 支援された時、達成した時、リターンの時、
最低でも3回はお礼のやり取りを

MUST

• 画一的なメッセージではなく、○○さんと呼
びかけたり、一言アレンジを加えてみる

BETTER

• 支援者は一緒にプロジェクトを実行する仲間。
注目し続けてもらえるよう継続して発信を

OTHERS

2018.8.9 61第 回北海道地区大学図書館職員研究集会 45

支援者への配慮
④まとめ



その他に、取り組んでみて分かったこと
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関係する係・他
部署とのやり取
り

資料購入
リターン
お金の処理

目標達成からプ
ロジェクト終了
までの業務

新着情報
進捗報告

プロジェクト終
了後に新たに発
生した業務

サンクス
キャンペーン

普段からやり取りがないと一番の難関
いつまでに何が必要か具体的に伝えて、お互いに動き易いように

目標達成後もプロジェクト終了まで後処理は続く
この他に事例報告記事執筆や対外発表も

プロジェクトのリターンとかぶらないようになるべく事前に確認
他にも関係する企画には積極的に参加する



本日お話しする内容
クラウドファンディングとは何か

プロジェクトの全体像

取り組んでみて分かったこと

取り組みを通して得られたもの
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• 学生時代にお世話になったので、恩返しのつもりで寄附します。

• よりよい図書館をつくってほしいです。

• 親子2 代にわたってお世話になっています。

• 在学中は図書館の豊富な蔵書と充実した設備に大変助けられま
した。図書館は大学の研究・教育水準のバロメーターです。い
まの学生たちの良い修学環境を守るため、がんばってください。

プロジェクトページで寄せられたコメントから
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取り組みを通して得られたもの
①思い出、感謝のコメント



• 大学図書館の資料に必要な予算をつけられないなんて、憤りを
感じます。

• 開架式のすばらしい図書館で、学術雑誌のコーナーも充実して
いたのに、それがいまはスカスカになっているとは驚きました。
デジタルのものは便利ですが、読みたいものを探す、研究テー
マを深めるなどの時には、やはり紙の図書や雑誌を見比べるプ
ロセスが大事だと思います。

プロジェクトページで寄せられたコメントから
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取り組みを通して得られたもの
②驚き、憤りのコメント



• このクラウドファンディングプロジェクトの成功により、大学
の経営陣が「図書購入費は寄附金でまかなえるだろう」と考え
て、予算削減の動きが加速しないことを願う。

• クラウドファンディングでは、長期的に資金を収集し続けるの
は難しい。これでは根本的な問題解決にはならないだろう。

• 実際上のメリットよりも、社会に対して大学図書館の苦しい現
状をアピールすることには成功している。

その他Web 上のコメントから
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取り組みを通して得られたもの
③ Web上の評価的コメント



大学図書館の現状に関心を持ってもらえたことが何よりの成果

これまでの取り組みがどう受け止められているのかを再認識する機会

支援者との関係をつなげていくことが今後の課題
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取り組みを通して得られたもの
④支援者・Web上のコメントから



訪問調査や執筆・発表の依頼がたくさん
その後、実際に実施した例も

CFプロジェクトをきっかけに、
図書館に継続して寄附してくださることに

取り組みを通して得られたもの
⑤ CFから生まれたつながり
継続的な支援者との出会い 他大学への波及
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プロジェクトの意義に共感しました
今後も毎年○○円、寄附します

プロジェクトについて
教えてください、発表してください



取り組みを通して得られたもの
⑥ CFから広がる可能性

大学
図書館

支援者

職員

利用者

他部局教員

一般
市民

他大学
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職員の力だけでは無理でも
CFなら可能性が開けるかも

支援者、一般市民の視点で
捉えなおしてみよう

他部局、教員、他大学とも
もっと連携してみよう

今まであきらめていたこ
とに挑戦できる可能性

第三者を意識して得られ
る新たな視点

組織の枠を超えた取り組
みの可能性



本日お話しした内容
クラウドファンディングとは何か

プロジェクトの全体像

• 実施体制

• テーマの設定

• 目標金額の設定

• 広報の展開

• リターンの設定と提供

• 支援者への配慮

取り組んでみて分かったこと

取り組みを通して得られたもの
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LIBRARIANS BE 
AMBITIOUS!



これまでの対外報告
1. “クラウドファンディングプロジェクト 2017報告ページ（筑波大学附
属図書館 web サイト内）”.
http://www.tulips.tsukuba.ac.jp/lib/ja/about/cf2017

2. 松野渉. 特集東京地域グループから広がる新しいつながり: 筑波大学附
属図書館クラウドファンディング : あるプロジェクトチームメンバーが考
えたこと. 大学の図書館. 2017‐07, vol.36, no.7, p98‐100.
http://hdl.handle.net/2241/00148380

3. 大和田康代, 石津朋之. 特集図書館の話題アラカルト: クラウドファン
ディングによる資料費獲得への取り組み : 図書館員はクラウドファンディ
ングの夢を見るか?. 図書館雑誌. 2017‐08, vol.111, no.8, p502‐503.
http://hdl.handle.net/2241/00148379
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これまでの対外報告
4. 松野渉. 筑波大学附属図書館におけるクラウドファンディングプロジェ
クト : READYFOR社との協働.リサーチ・アドミニストレーター協議会第3
次年次大会. 2017‐08‐29.
http://hdl.handle.net/2241/00150560

5. “資料費確保を目標に掲げたクラウドファンディングプロジェクトへの
取り組み（文部科学省サイト内大学図書館における先進的な取組の実践
例（Web版）平成29年度）”.
http://www.mext.go.jp/a_menu/kaihatu/jouhou/1400575.htm

※本発表中の画像はREADYFOR(株)の許諾を得て使用しています。
https://readyfor.jp/
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